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研究成果の概要（和文）：ラットを幼若期から繰返し撫でることで、ラットが撫でたヒトを区別して追随すると
いったペット様行動をとる。この動物モデルを利用し、馴れた実験者を社会的報酬として、社会的報酬の不平等
をラットが識別できるか検討した。目の前で他個体のみを撫でるという社会的報酬の不平等をラットは識別し、
特殊な超音波発声を行った。オキシトシン受容体の阻害実験により、愛着行動の発現にオキシトシン受容体は必
須ではないことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：After receiving stroking stimuli repetitively from an early age, rats 
exhibit pet-like behaviors, such as distinguishing and following the human who have petted them. 
Using this animal model, we examined whether rats can discriminate inequality in social rewards. In 
this model, interaction with a familiar experimenter was used as a social reward. In the present 
study, rats received repeated stroking stimuli after weaning. In a social inequality condition, only
 other individuals received stroking stimuli in front of them. Rats emitted a special type of 
ultrasonic vocalizations in this situation while rats emitted 50 kHz calls, indicative of the 
appetitive state, with an affiliative human in front of them. All these data suggest that rats could
 discriminate social inequality conditions. Experiments with an oxytocin receptor antagonist 
suggested that the oxytocin receptor is not essential for expression of affiliative behaviors.

研究分野：生理学

キーワード： 愛着様行動　羨望
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研究成果の学術的意義や社会的意義
不平等を嫌う感情や特定の相手との排他的関係を求める嫉妬感情は社会的規範・道徳性の起源に繋がる感情と考
えられ、社会を構築するのに基盤的な社会的情動である。しかし、羨望・嫉妬の感情がどの程度生得的で生物学
的基盤をもつものなのか、あるいは、社会的文化的に形成されるものかは分かっていなかった。本研究により集
団生活を行う齧歯動物において社会的報酬の不平等を識別することが明らかとなり、その生物学的基盤を探求す
る道が開けた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

ヒトは、他個体が自分よりもいい思いをしていると、羨望を感じ不快に思う。この感情は高次の

社会的感情で、不平等嫌悪に関わる感情の一つと考えられる。また、自分と特別な絆関係にある

ヒトが別のヒトに愛情を注ぐのを見ると嫉妬を感じる。不平等を嫌う感情や特定の相手との排

他的関係を求める嫉妬感情は社会的規範・道徳性の起源に繋がる感情と考えられ、社会を構築す

るのに基盤的な社会的情動である。しかし、羨望・嫉妬の感情がどの程度生得的で生物学的基盤

をもつものなのか、あるいは、社会的文化的に形成されるものかは分かっていない。 

申請者はラットを幼若期から繰り返し撫でることで、ラットがペット様行動をとることを見出

した。即ち、離乳後に繰り返し快の撫で刺激を与えると、ラットは撫でた実験者を他の実験者と

区別するようになり、撫でた実験者を選択的に追随するようになる。この動物を用いることで、

ペット動物が時に示すと思われているような飼育者からの愛情に関わる社会的報酬に関する羨

望、嫉妬実験の構築ができるのではないかと考えた。 

一方、イヌを用いたペットとの愛着関係の機構の研究から、愛着行動とオキシトシン系との間に

正のフィードバックがあることが報告されている。即ち、愛着行動はオキシトシン系を活性化し、

オキシトシン系の活性化は愛着行動を促進させる(Nagasawa ら Science 2015)。また、ヒトでオ

キシトシンを投与すると羨望が促進したと報告されている。しかし、ペット化したラットにおけ

る羨望・嫉妬行動、愛着様行動におけるオキシトシン受容体系の働きはわかっていなかった。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、ラットが社会的報酬の不平等を識別できるのかを明らかにし、識別するとした

らこの識別にオキシトシン受容体が必須なのかを明らかにすることであった。 

このために、離乳後に繰り返し撫で刺激を加えることによりペット様の行動を示すラットを作

成した。そして、撫で刺激を加えた実験者との交流を社会的報酬とした。ペット様ラットの目前

で撫で刺激という社会的報酬を他のラットに加えることで、社会的報酬の不平等状況を作り出

した。そして、ペット様ラットがこの社会的不平等状況を識別するかを検討した。これにより、

社会的報酬の不平等に対する羨望・嫉妬のラット実験モデルの構築を試みた。 

さらに、この実験系を用いて親和的な行動がオキシトシン系に依存するかを検討することも目

的とした。 

 

３．研究の方法 

ペット化ラットを作成するために、離乳後から毎日、撫で刺激を加えた。撫で刺激を加えて発声

する声を毎週録音した。発声音は周波数解析を行った。80 匹の動物を離乳後から撫で刺激を加

え、生後 6週目で撫で刺激に対する快の情動発声である 50 kHz 超音波発声を計測した。超音波

発声の数の上位 34 匹の個体を選択した。これらの個体を用いて、これらの個体のケージの前で、

他の個体を撫でたときの超音波発声を解析した。さらに、空気を吹き付けたときに発声する 22 

kHz の超音波発声と比較検討した。 

 

４．研究成果 

ラットを離乳後から毎日繰り返し撫でたところ、撫で刺激に対し快の情動発声である 50 kHz 超

音波発声を示すようになった。更に、このラットは実験者に対し愛着様行動を示した。即ち、離

乳後に繰り返し快の撫で刺激を与えると、ラットは撫でた実験者を他の実験者と区別して、撫で



た実験者に対し選択的に接近するするようになった。この時、ラットは 50 kHz の快の情動を示

す超音波を発声した。このペット化したラットの目前で、実験者が別のラットを撫でた。すると、

それを観察したペット化ラットは 31 kHz の特殊な超音波発声を示した。ペット化したラットは、

実験者が目の前にいるだけでは、このような超音波発声をしなかった。従って、自分が快の撫で

刺激を受けていないという期待の裏切りによる不快（失望）だけではなく、他ラットが快の情動

刺激を受けていること（羨望）、或いは、実験者が他ラットを撫でること（嫉妬）を認識してい

ると考えられた。 

そこで、次に、別個体への快刺激を観察することによる発声が、羨望によるものか嫉妬によるも

のかを検討する実験を行った。ここでは嫉妬を「愛着関係が形成された相手が別個体に愛着行動

を示すことで起きる感情で、3者間の関係性で生じるもの」と定義した。そこで、この 31 kHz 発

声が、愛着関係が築かれた特定の実験者との間でのみ生じるのかを検討した。即ち、愛着関係が

形成されていない別の実験者が目前で他のラットを撫でた場合にはこの発声を起こさないのか

を検討した。目の前にいるのが愛着関係を形成した実験者の場合は快の 50 kHz 超音波発声を示

した。別の実験者では有意には示さず、ラットは目の前にいる実験者を区別できていることが考

えられた。これに対し、愛着関係を形成した実験者が別ラットを撫でても、別実験者が別ラット

を撫でても、31 kHz の超音波発声を行った。従って、ペット化したラットは他個体が社会的な

報酬を受けていることを認識し、この状況で 31 kHz の超音波発声を行うことが分かった。従っ

て、この発声は羨望の状況で行うものである可能性が考えられた。また、この超音波発声はこの

ラットを孤独の状況にしても示した。 

次に、ペット化したラットを用い、羨望状況における超音波発声、実験者に対する愛着様行動が

オキシトシン受容体に依存するかをアンタゴニスト投与実験で検討した。オキシトシン受容体

アンタゴニストを投与しても、31 kHz 超音波発声と実験者に対する接近行動は有意には減少し

なかった。従って、オキシトシン受容体は羨望、愛着様行動の発現には必須ではない可能性が考

えられた。 
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